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1　緒　　　言

　稲黄萎病防除の目的で本田期以前の空中散布

によつてツマグロヨコバイを防除する方法はか

なり早くから実用化され長野県では空中散布に

よる試験が昭和35年は6月初，昭和36年は

5月前半旬にくり上げて実施され効果をあげた。

　その後，昭和38年に本県および茨城県で4

月中下旬，一般事業防除として空中散布が実施

されてから，関東地方では黄萎病防除を目的と

した空中散布はツマグロヨコバイ越冬世代幼虫

がほぽ羽化し終わる4月に実施されるようにな

った。

　しかし，この時期の防除は縞葉枯病・黒条萎

縮病にはあまり効果のない欠点があり，一方，

農村における労働事情の悪化などから本田にお

ける数回の縞葉枯病地上防除は困難となり，事

実上効果のあがるような防除は実施されず，省

力的防除法が望まれた。

　このため，縞葉枯病，黒条萎縮病，黄萎縮病

に対する省力臨効率的な総合防除法としても

っとも効果の高い時期は諸条件を考慮すると早

春季の3月～4月初めにあるので，この防除法を

確立し効果を実証するため，昭和41年3月以

降始められた県の助成による稲ウィルス病防除

実験事業および一般事業散布地区においてその

防除効果を調査検討した。

　その結果，各ウィルス病に対して高い防除効

果のあることが実証できたが，本稿ではそのう

ち早春季防除（3月）の黄萎病に対する効果に

ついて報告する。

　なお，この調査の実施にあたっては農業試験

場病害虫発生予察北部観察所岩城寛，飛田卓也，

中部観察所豊田文雄，片山栄助，斉藤浩州，斉

藤司朗，南部観察所本郷武，西尾善重，松本定

利，前任者横倉光昭の諸氏をはじめ，県農産園

芸課，病害虫防除所，関係市町村の担当者の御

協力を得たので謝意を表する。

Ⅱ　試験方法および結果

　1．ヅマグロヨコバイ早春季防除についての

基礎調査

　前述のようにツマグロヨコバイおよびヒメト

ビウンカ越冬世代幼虫を羽化前に防除するため

には低温時の3月～4月初めに散布が実施されね

ばならない。

　このため，ツマグロヨコバイ越冬世代幼虫の

低温時の動態，低温時散布の殺虫効果，さらに

その効果判定のための調査法としてのサクショ

ンキャッチャーによる吹出しすくい取り方法な

どを検討した。

　その結果，ツマグロヨコバイは気温が10c

以上になるとかなり活発になり，15℃促なる
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とほぽ半数が上段への移動がみられ，とくに晴

天で直射日光のあたる場合ほどこの傾向の著し

いことが分つた。

また，殺虫効果をみると散布時の気温が高い

と効果も高まる傾向はあるが，第1表のように

散布後の気温が10℃以上15℃程度に上昇す

る場合には散布時の気温による殺虫効果に実用

的な差はないようである。

第1表ツマグロヨコバイ越冬世代幼虫に対する低温時散布の殺虫効果（昭和42年）

　　※3月9日休閉田において気温が各温度

　　　に達した時，各粉剤を3彫／10各散

　　　布，4日後に10㎡すくい取り調査

　なお，越冬世代幼虫のいる地表近くは晴天で

あれば気温よりも5～6℃高温であることが別

の調査から分つているので，散布された殺虫剤

は散布後かなりの高温でツマグロヨコバイに作

’用することが考えられる。

　次にその効果判定のためのすくい取り方法に

ついて検討した結果サクションキャッチャー

による吹出し法のすくい取り率は高く，気温

10℃以上で急に高まつて50％以上すくい取

れることが分つた。したがつて気温10℃以上

で晴天の日の午前10時から午後2時ごろまで

（1日の最高気温時）に30㎝・×33海《計10

㎡）を3分間ですくい取ればよいことが分つた。
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調
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　2．ッマグロヨコバイおよび黄萎病に対する

早春季防除の効果

稲ウィルス病防除を目的として昭和41年3

月はマラソン2％粉剤，昭和42年3月は主にカー

バメート系のMP　MC（メオバール）2％粉剤

を10aあたり2．5晦空中散布した場合の防除

効果は第2・3表のとおりで越冬世代幼虫に対

する殺虫効果は高く，とくに本県のようにマラ

ソン抵抗性，または感受性の低いツマグロヨコ
　　　　　　　　　　／
バイの分布の多い場合カーバメート系殺虫剤は

すぐれた効果を示した。

なお，防除地区ではその後の第1世代幼虫も

少ない傾向がみられた。

第2表ツマグ・ヨコバイ越冬世代幼虫に対する早春季防除の効果（昭和41年）
一
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第3表　ツマグロヨコバイ越冬世代幼虫に対する早春季防除の効果（昭和42年）
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　　　　　　　　　10㎡すく、・取調査。5～10ケ所平均。
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3月4～5半旬
散布前およぴ散布後3～4日
　次に早春季空中散布の稲黄萎縮に対する防除　　べて同等かやや上廻る防除効果を示した。

効果は第4表のとおりで，従来の4月防除に比

　　　　　　　第4表稲黄萎病に対する早春季防除の効果（昭和42年）

調

西那須野町

二　宮　町

査　場　所

　3　月　防

対照（4月防除）

　3　月　防

対照（4月防除）
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除
）

　
余 0

0

0．1
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除
　
）

　
余

一
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0．2
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　地区内代表的水田1筆5～6ケ所計2，000株

（約1a）10筆調査の発病株率。

皿　摘　　要

　空中散布による早春季（3月）防除はツマグ

ロヨコバイ越冬幼虫に対する殺虫効果が高く，

その後苗代および早期栽培本田などに移動して

黄萎病を感染させる第1回成虫密度を確実に抑

え，またその産卵も防止して次世代の第1世代

幼虫密度も抑えること，さらにこの時期の防除

が縞葉枯病・黒条萎縮病にも効果の高いことか

ら，春季（4月）防除に比べてその効果は高く

稲ウィルス病の総合防除としての意義が大きい。

また，他作物やミツバチなどに対する危被害の

ない時期であることも有利である。
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　しかし，この時期の防除は縞葉枯病・黒条萎
縮病にはあまり効果のない欠点があり，一方，
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ける数回の縞葉枯病地上防除は困難となり，事
実上効果のあがるような防除は実施されず，省
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　このため，縞葉枯病，黒条萎縮病，黄萎縮病
に対する省力臨効率的な総合防除法としても
っとも効果の高い時期は諸条件を考慮すると早
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防除効果を調査検討した。
　その結果，各ウィルス病に対して高い防除効
果のあることが実証できたが，本稿ではそのう
ち早春季防除（3月）の黄萎病に対する効果に
ついて報告する。
　なお，この調査の実施にあたっては農業試験
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ビウンカ越冬世代幼虫を羽化前に防除するため
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